
学術論文投稿費補助規程 

 
［目的］ 

第１条 本規程は、横浜市立大学学術研究会（以下、「本会」という）による国際的な学術雑誌へ

の論文投稿費の補助に関し、必要な事項を定めるものである。 

 

［補助金の額］ 

第２条 補助金は１件当たり10万円を上限として支給する。 

 

［申請資格・手続き］ 

第３条 申請者は以下の条件をすべて満たしているものとする。 

イ）本会正会員または学生会員であること 

ロ）当該論文の著者であること（執筆の序列は問わない） 

ハ）投稿費の実質的な負担者であること 

ニ）当該年度において、本補助を受給していないこと 

（２）申請対象とする論文は以下の条件をすべて満たしているものとする。 

イ）投稿先が国際的に価値のある雑誌であること 

ロ）採択（accept）されてから一年以内であること 

（３）申請対象とする論文について、カラー印刷およびグレースケール印刷の別は問わない。 

（４）申請対象とする費用は投稿費とし、その他の費用は原則として含めない。 

２）ただし、投稿費に50部までの論文別刷り代が含まれていても可とする。 

（５）申請者は所定の期間内に以下の文書（各１部）を本会まで提出するものとする（申請期間

と提出先は別途、文書等や本会webサイト上で指定する）。 

イ）申請書（所定の様式） 

ロ）当該論文の採択を証明する文書（e-mailメッセージやwebサイト等を印刷したもので 

も可）。ただし、日本語・英語以外の言語の場合は和訳をつけること 

ハ）投稿費の支払いを証明する文書（コピーでも可）。投稿費が外貨立ての場合、クレジット 

カードの明細書等、日本円での支払額がわかるものも添付すること 

ニ）当該論文のコピー（当該雑誌の該当ページのコピーが望ましいが、申請時点において未 

刊行の場合には校正原稿または原稿のコピーでも可） 

 

［支給の決定］ 

第４条 申請を受け付けたのち、本会運営委員会にて研究分野ごとの配分バランス等を勘案しつ

つ審査・選考し、支給対象を決定する。 

第５条 支給決定の連絡を受けた申請者は、可及的速やかに本会まで請求書（所定の様式）を提

出するものとする。 

 

［他の助成制度と併せて受給する場合の申告義務］ 

第６条 他の助成制度と併せて本補助を受給することは認めるが、その場合、所定の様式に受給

の内訳を記し、申請者による署名捺印のうえ、本会に提出するものとする。 

 

 

付則 本規程は平成29年６月１日から施行する。 

付則 令和元年６月27日改正。本規程は令和元年６月28日から施行する。 


